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１．概要（Summary） 

食品製造のある工程において製造が不安定な製品が

ある。不安定な原因が吸湿によるものであることがわかっ

ており、これが結晶化有無に起因するものか確認するた

めエックス線回折装置で評価した。 

 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

 X線回折装置(XRD) 

 

【実験方法】 

エックス線回折装置(XRD)でサンプルを測定した。 

分析条件は以下の通り。 

Goniometer ：UltimaⅢ ｲﾝﾌﾟﾚｰﾝ 

Attachment ：薄膜試料台 

ScanningMode ：2 Theta 

ScanningType ：Continuos Scanning 

X-Ray       ：40 kV/30 mA 

ｱｯﾃﾈｰﾀ ：開放 

発散ｽﾘｯﾄ ：0.05 mm 

散乱ｽﾘｯﾄ ：開放 

受光ｽﾘｯﾄ ：開放 

発散縦制限ｽﾘｯﾄ：10 mm 

incident soller ：V5 

receiving soller：5+PB0.5 

作製したサンプルは以下の通り： 

（i）Sample1（製造安定品） 

（ii）Sample2（製造不安定品） 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

 分析結果を Fig. 1 に示す。Sample1（製造安定品）は

ハロー、Sample2（製造不安定品）は結晶化していること

が確認できた。結晶化している場合、吸湿しにくく製造が

安定化しやすいと想定していたが、想定と異なる結果とな

った。結晶化有無以外の要因が製造安定化に影響してい

ると考えられた。 

 

 

 

Fig. 1 X-ray diffraction patterns. 
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